
 

１．地域防災計画の策定業務 

概要 

 都市の防災構造化対策の計画的推進を図るため、都市防災に関する方針の都市計画への位置づけに配慮するとともに、避難地、

避難路、延焼遮断帯等都市の骨格的な防災施設の整備に関する事項、防災上危険な密集市街地の整備に関する事項等を主な内容

とする「防災都市づくり計画」を定めます。  

業務実施のメリットや効果 

  ① 災害に強い都市（まちづくり） 

  ② 市民・地域の防災力の向上（人づくり） 

  ③ 市民・地域、事業者等との連携・協働（仕組みづくり） 

  ④ 危機管理体制の整備  

 

 

以上の下水道政策に対し効果的かつ実効性に配慮した目標、具体的施策について作成します。 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

◆ 浸水防止対策 

浸水のない安全な地域づくりを提案

◆ 洪水ハザードマップ 

洪水に備えたソフト対策づくりをサポート 

土砂災害に備えたソフト対策づくりをサポート

◆ 内水ハザードマップ 

内水ハザードマップを作成・公表することを提案

◆ 施設の耐震 

新規構造物の安全検証、既存構造物の耐震診断をサポート

◆ 社会資本総合整備計画 

水の安全・安心基盤整備計画の策定をサポート



 

  

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  


